
昭
和
シ
ェ
ル
石
油
グ
ル
ー
プ
の
太
陽
電

池
モ
ジ
ュ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
、
ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
型
薄
膜
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
量
産
開
発
に
力
を
入
れ
る
一
方
、

Ｅ
Ｐ
Ｃ
（
設
計
・
調
達
・
建
設
）
事
業
に

乗
り
出
し
た
。
昨
年
９
月
よ
り
専
門
の
部

署
を
立
ち
上
げ
て
営
業
活
動
を
本
格
化
し

て
お
り
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
の
受
注
獲

得
に
動
く
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
市
況
の
急
落
と

円
高
の
逆
風
を
受
け
る
な
か
、
国
内
事
業

を
強
化
す
る
狙
い
だ
。
経
営
ト
ッ
プ
の
亀

田
繁
明
社
長
に
そ
の
真
意
を
訊
い
た
。

同
社
は
11
年
２
月
、
約
１
千
億
円
投
じ

て
宮
崎
県
国
富
町
に
Ｃ
Ｉ
Ｓ
型
モ
ジ
ュ
ー
ル

の
第
三
工
場
、
国
富
工
場
の
稼
動
を
開
始

し
た
。
年
産
能
力
は
Ｃ
Ｉ
Ｓ
型
モ
ジ
ュ
ー

ル
で
は
世
界
最
大
と
な
る
９
０
０
Ｍ
Ｗ
。

最
新
鋭
の
設
備
を
導
入
し
、
全
製
造
工
程

で
自
動
化
・
大
型
化
を
施
し
た
。
当
初
の

計
画
通
り
、
昨
年
７
月
に
全
ラ
イ
ン
で
の

生
産
を
開
始
。
11
年
末
ま
で
に
同
工
場
か

ら
約
４
０
０
Ｍ
Ｗ
分
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
出

荷
し
た
。

亀
田
社
長
は
、
「
装
置
の
設
計
か
ら
据

え
付
け
ま
で
す
べ
て
独
自
技
術
に
基
づ
い

て
行
っ
た
の
で
、
全
ラ
イ
ン
稼
働
ま
で
に

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
予
想
し
て
い
た
が
、

ス
ム
ー
ズ
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
し
、
11
年
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
販
売
に

つ
い
て
、
「
総
販
売
量
の
７
割
が
海
外
、

３
割
が
国
内
と
い
う
比
率
。
海
外
は
ほ
ぼ

産
業
用
向
け
、
国
内
は
殆
ど
が
ル
ー
フ
ト

ッ
プ
向
け
だ
っ
た
」
と
語
る
。

同
社
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
生
産
に
お
い
て
注

目
す
べ
き
点
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
型
モ
ジ
ュ
ー
ル

技
術
で
コ
ス
ト
低
減
を
実
現
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
般
に
、
変
換
効

率
10
％
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
11
％
へ
１
ポ
イ

ン
ト
上
が
る
と
、
設
備
費
や
施
工
費
な
ど

あ
ら
ゆ
る
コ
ス
ト
が
10
％
下
が
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
特
に
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
型
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
場
合
、
理
論
変
換
効
率
が
20
％
超
で

あ
る
の
に
対
し
、
現
状
の
変
換
効
率
は
ま

だ
13
％
台
と
差
が
あ
る
。
発
電
性
能
が
理

論
値
に
近
い
結
晶
シ
リ
コ
ン
系
モ
ジ
ュ
ー

ル
よ
り
も
技
術
的
改
善
の
余
地
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
だ
け
コ
ス
ト
低

減
の
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

今
年
２
月
28
日
、
同
社
の
研
究
所
、

厚
木
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
30
㎝

四
方
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
型
サ
ブ
モ
ジ
ュ
ー
ル
で

変
換
効
率
17
・
８
％
ま
で
高
め
る
こ
と
に

成
功
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
世
界

最
高
効
率
を
更
新
し
た
。
こ
れ
を
い
か
に

量
産
レ
ベ
ル
に
反
映
し
て
い
く
か
か
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
が
、
同
社
は
国
富
工
場

の
立
ち
上
げ
後
も
製
品
の
性
能
を
向
上

さ
せ
て
い
る
。

工
場
の
完
成
時
は
、
発
電
性
能
の
最
も

高
い
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
換
効
率
は
12
・
２

％
だ
っ
た
が
、
現
在
は
主
力
製
品
で
12
・

６
％
程
度
。
最
高
機
種
は
13
・
38
％
（
出

力
１
６
４
Ｗ
タ
イ
プ
）
に
達
し
て
い
る
。

亀
田
社
長
は
「
今
夏
に
は
、
さ
ら
に
高
性

能
な
製
品
を
販
売
で
き
る
目
途
が
立
っ
て

い
る
」
と
自
信
を
見
せ
る
。

だ
が
、
昭
和
シ
ェ
ル
石
油
の
11
年
の
決

算
を
見
る
と
、
ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

の
Ｐ
Ｖ
事
業
は
楽
観
で
き
な
い
状
況
だ
。

世
界
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
の
業
績
が

悪
化
し
て
い
る
な
か
、
同
社
も
例
外
で
は

な
い
。
ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
Ｐ
Ｖ

事
業
を
含
む
昭
和
シ
ェ
ル
石
油
エ
ネ
ル
ギ

ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
11
年
の
営
業

利
益
が
マ
イ
ナ
ス
２
８
８
億
円
、
赤
字
を

計
上
し
た
。

亀
田
社
長
は
「
Ｐ
Ｖ
の
需
要
は
上
昇
し

て
い
る
が
、
想
定
以
上
に
モ
ジ
ュ
ー
ル
価

格
が
急
落
し
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
は
採
算

度
外
視
で
販
売
し
て
お
り
、
い
わ
ば
体
力

勝
負
の
耐
久
レ
ー
ス
を
し
て
い
る
。
そ
の

レ
ー
ス
に
当
社
が
ど
こ
ま
で
参
加
す
る
べ

き
か
、
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
だ
」
と
表
情
が

険
し
い
。

Ｅ
Ｐ
Ｃ
、Ｉ
Ｐ
Ｐ
へ
展
開

こ
の
状
況
下
、
同
社
は
今
年
７
月
よ
り

運
用
が
開
始
さ
れ
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
全
量
買
取

り
式
の
固
定
価
格
買
取
り
制
度
）
を
睨
ん

で
、
Ｅ
Ｐ
Ｃ
・
Ｉ
Ｐ
Ｐ
（
独
立
系
発
電
）

事
業
者
と
し
て
国
内
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
市

場
へ
展
開
す
る
新
し
い
動
き
を
見
せ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
は
、
海
外
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

で
は
、
あ
く
ま
で
Ｅ
Ｐ
Ｃ
企
業
と
の
提
携

に
止
め
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
製
販
事
業
の
域

を
超
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
昨
年
か
ら
事

業
領
域
を
拡
げ
る
新
戦
略
を
掲
げ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
理
由
を
亀
田
社
長
は
こ
う

述
べ
て
い
る
。

「
Ｐ
Ｖ
業
界
の
共
通
の
目
標
は
グ
リ
ッ

ド
パ
リ
テ
ィ
の
早
期
実
現
だ
。
当
社
は

モ
ジ
ュ
ー
ル
製
造
で
そ
の
一
助
を
担
っ
て

き
た
が
、
グ
リ
ッ
ド
パ
リ
テ
ィ
実
現
の
た

め
に
は
総
合
的
に
コ
ス
ト
を
下
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
Ｅ
Ｐ
Ｃ
へ

参
入
す
る
こ
と
に
し
た
」
。

「
海
外
で
は
従
来
通
り
モ
ジ
ュ
ー
ル
の

販
売
に
加
え
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
連

携
を
軸
に
展
開
す
る
。
国
内
で
も
無
論
、

連
携
の
方
針
を
踏
襲
し
て
い
く
が
、
同
時

に
我
々
も
独
自
に
Ｅ
Ｐ
Ｃ
を
始
め
る
。
日

本
で
は
、
こ
れ
か
ら
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
市
場

が
創
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
皆
経
験
が

な
い
。
当
社
に
は
少
な
か
ら
ず
、
海
外
の

Ｅ
Ｐ
Ｃ
企
業
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
か
ら
得

た
知
見
と
、
日
本
で
も
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建

設
の
経
験
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
活
か

せ
れ
ば
と
思
う
」
。

Ｅ
Ｐ
Ｃ
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
発
電
所

の
設
計
か
ら
、
土
地
の
基
礎
工
事
、
モ

ジ
ュ
ー
ル
や
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
、

架
台
な
ど
周
辺
機
器
・
部
材
の
調
達
、
取

り
付
け
工
事
、
電
気
工
事
、
配
線
接
続
、

系
統
連
系
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
多
種
多
様

だ
。さ
ら
に
資
金
調
達
ま
で
含
め
る
と
、フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
事
業
の
領
域
を
跨
ぐ
こ
と
に

な
る
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
の
同
社
が
、

ど
こ
ま
で
事
業
化
す
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ

う
か
。

亀
田
社
長
は
、
「
今
の
と
こ
ろ
具
体
的

に
は
公
表
で
き
な
い
。
基
本
的
に
は
す
べ

て
や
ろ
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
だ
。
た
だ
Ｉ

Ｐ
Ｐ
ま
で
や
れ
ば
金
融
商
品
的
な
側
面
も

あ
る
の
で
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
と
し

て
ど
こ
ま
で
踏
み
込
む
べ
き
か
慎
重
に
考

え
て
い
る
」
と
す
る
に
止
め
た
。

同
社
は
昨
年
９
月
に
、
『
日
本
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
』
を
設
置
し
、

10
名
体
制
で
情
報
収
集
や
営
業
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

「
東
北
進
出
は
検
討
中
」

で
は
、
世
界
の
Ｐ
Ｖ
市
場
の
動
向
を
ど

の
よ
う
に
分
析
し
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
打

ち
立
て
て
い
る
の
か
。
ド
イ
ツ
政
府
は
今

年
２
月
、
タ
リ
フ
（
買
取
り
価
格
）
の
大

幅
な
減
額
改
定
を
行
う
意
向
を
示
し
て
お

り
、
欧
州
の
Ｐ
Ｖ
需
要
が
縮
小
す
る
可
能

性
が
出
て
き
た
。
背
景
に
は
、
欧
州
に
広

が
る
金
融
不
安
が
少
な
か
ら
ず
関
係
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
補
助
政
策
に

左
右
さ
れ
る
世
界
の
Ｐ
Ｖ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

今
年
も
波
瀾
に
満
ち
て
い
る
。

「
政
策
に
よ
る
Ｐ
Ｖ
市
場
へ
の
影
響
を
、

我
々
は
政
策
リ
ス
ク
と
呼
ん
で
い
る
。
こ

の
リ
ス
ク
が
な
い
状
態
に
す
る
方
法
は
、

唯
一
グ
リ
ッ
ド
パ
リ
テ
ィ
の
実
現
で
あ
る
。

Ｐ
Ｖ
業
界
は
グ
リ
ッ
ド
パ
リ
テ
ィ
を
達
成

し
て
初
め
て
自
立
で
き
、
健
全
な
成
長
を

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
う
え
で
、

「
問
題
は
今
の
Ｐ
Ｖ
企
業
に
、
グ
リ
ッ
ド

パ
リ
テ
ィ
を
達
成
し
得
る
だ
け
の
力
が
備

わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
だ
。
そ
の
力
の
あ

る
企
業
だ
け
が
、
将
来
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら

恩
恵
を
与
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
社
は
技

術
開
発
に
よ
っ
て
、
こ
の
壁
を
突
破
で
き

る
と
信
じ
て
い
る
」
。

一
方
、
今
年
２
月
、
ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
が
、
宮
城
県
黒
川
郡
で
モ
ジ
ュ
ー

ル
工
場
を
建
設
す
る
と
の
情
報
が
流
れ
た
。

国
富
工
場
に
続
く
第
二
の
一
大
生
産
拠
点

を
つ
く
る
の
で
は
な
い
か
と
の
憶
測
ま
で

飛
び
交
っ
て
い
る
が
、
「
宮
城
県
で
の
モ

ジ
ュ
ー
ル
工
場
新
設
の
件
は
、
当
社
と
し

て
は
、
ま
だ
検
討
段
階
と
い
う
の
が
正
直

な
と
こ
ろ
。
工
場
を
建
設
す
る
に
は
必
ず

新
し
い
技
術
を
導
入
す
る
と
い
う
の
が
当

社
の
方
針
で
、
さ
ら
に
そ
の
技
術
に
よ
っ

て
ど
れ
ほ
ど
の
コ
ス
ト
競
争
力
を
生
む
の

か
検
証
す
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
も
含
め
、

客
観
的
な
分
析
に
基
づ
い
て
決
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
。

最
後
に
、
亀
田
社
長
は
Ｐ
Ｖ
の
役
割
と

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
必
要
性
に
つ
い
て
こ
う

見
解
を
語
っ
た
。

「
我
が
国
で
は
、
原
子
力
発
電
は
今
後

増
え
な
い
状
況
だ
ろ
う
か
ら
、
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
Ｐ
Ｖ
の
役
割
は
重
要
性

を
増
し
て
い
る
。
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
の
上
昇
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
少
な
く

と
も
Ｐ
Ｖ
は
年
間
５
〜
10
Ｇ
Ｗ
規
模
で
導

入
さ
れ
る
べ
き
だ
。
そ
う
な
る
と
、
住
宅

の
屋
根
の
上
に
設
置
し
て
い
く
だ
け
で
は

到
底
間
に
合
わ
な
い
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建

設
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
」
。

「
日
本
の
電
力
需
要
の
ピ
ー
ク
は
昼
間

だ
か
ら
、
昼
に
最
も
発
電
す
る
Ｐ
Ｖ
は

ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
に
適
し
て
い
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
Ｐ
Ｖ
が
邪
魔
者
扱
い
さ
れ
て
き

た
の
は
、
不
合
理
で
あ
る
。
今
後
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
や
産
業
用
Ｐ
Ｖ
が
普
及
す
れ
ば
、

Ｐ
Ｖ
の
優
位
性
が
よ
り
立
証
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
」
。

１
９
４
７
年
広
島
県
生
ま
れ
。
71
年
愛
媛
大
学
工
学
部
卒
業
後
、
シ
ェ
ル

石
油
入
社
。
製
品
貿
易
部
長
、
理
事
液
化
ガ
ス
部
長
、
執
行
役
員

を
経
て
、06
年
３
月
常
務
執
行
役
員
に
就
任
。
同
年
８
月
よ
り
現
職
。

11
年
３
月
昭
和
シ
ェ
ル
石
油
専
務
取
締
役
に
就
任
。
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